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変形文法を英語教育に応用する場合の問題点

大　　　上　　　寛　　　親
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So伽e　Prob1ems　m　App1ymg　Transformat1onaI

　　　　Grammar　to　Teachmg　of　Eng11sh

　戦後の英語教育の大きな特徴はアメリカ構造言語学にもとづく教授理論や教授技術を大幅に

取り入れ，それまでの音一円面軽視の傾向に帰因する英語の口頭による運用の不十分さを是正し

ようとしたことである。音戸面を軽視した英語教育が正しい方向を向いていないということは

特に戦後になって英米人との接触が多くなってからわかったことではなく，それ以前にH．E．

Pa1merが強調しており，更にさかのほって大学南校1の規則の申にも「正則」と「変則」の

ことばがあり，音声面から始めるのを「正則」とし，訓読解意を主体としたものを「変則」と

していることからみても，ずっと前からわかっていたことがうかがえる。このように音声面の

重要さはわかっていても，学校における英語科教育ではずいぶん長い間，読解と文法を主体と

した教育が行なわれていたことは事実である。Ora1ApProachやそれに類する教授法や教授

技術が多くの学校で取り入れられるにつれて，音声面の訓練も以前より大幅になされるように

なり，その効果も報告されている現在，更に新しい言語理論として変形文法が登場し，この新

理論を英語教育に応用しようとする試みがなされている。変形文法の理論はたしかに画期的な

ものであることは間違いないことであり，新しい言語理論が発見されれば，それを言語教育，

特に外国語教育に応用しようとする試みがなされることは至極当然なことである。しかし，こ

こでわれわれが考えてみなければならないことは，あるモデルの文法体系が，それがどんなモ

テルであるにせよ，そのまま全部，なまのままで，外国語教育に利用できると考えるわけにゆ

かない，ということである。更に考えてみなければならないことは，前述の戦後の新しい言語

観にもとづく教授法が，いわゆる言語運用（perfomance）ということを前面に押し出してい

るのに対し，変形文法を応用した教授法は言語能カ（competence）2の養成ということを大き

な目標として掲げることになるであろう，ということである。言語能カの養成ということは言

語教育上当然考えなければならない大切なことであるが，変形文法そのものが言語能力の養成

1．東京大学の前身。1869年にそれまで開成所と呼ばれていたのが大学南校と改称された。同校規則第七

　条に「諸生徒を正則1鍵則の二類に分ち，正則生は教師に從ひ韻學曾話より始め，鍵則生は訓讃解意を
　主とし，教官の教授を受くべき事。」とある。

2　ここで用いたcompetenceとPerformanceはN　Chomsky　ム功6眺ザ肋θηκoけφ酌1吻”，
　P4で定義されている意味である。すなわち前者はthe　speaker－hearer’s　know1edge　of　h1s1an・

　guage，後者はthe　actua1use　of1anguage　m　concrete　s1tuat1onsの意味である。
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2 変形文法を英語教育に応用する場合の問題点

にどのように役立つか，ということになると多くの疑間が残る。幼児が言語を習得してゆく過

程やメカニズムはまだ解明されていない。変形文法は話者。聴者が習得し，実際の言語活動に

使用している規則体系を決めてゆくのであるが，われわれ人間はこれらの規則を意識しながら

言語を使用するわけではなく，脳細胞相互間に無意識のうちに配線された装置を刺激に応じて

用いているのである。よく引用される比口命であるが，言語習得は歩行能カの習得に似ていると

言われる3。われわれは幼児のとき，どのようにして歩くことをおぼえたのかはわからない。

しかし歩行する場合に必要な平衡感覚とか筋肉の動きなどに関する科学的分析は可能である。

そのメカニズムを意識しなくても歩行は可能であるし，それを知識として知ったからといって，

歩き方が上達するというものではない。

　変形文法の根底になる言語観によると，それぞれの文はその文の意味決定をする深層構造を

持っておりヲそれが適当な変形規則の適用を受けて表層構造となり，更に音韻規則あるいは書

記規則に去ってわれわれが聞き，話し，読み，書く現実の文となる。したがって，変形文法を

英語教育に応用するには，まず基本文を設定して，それを深層構造まで堀りさげて考え，それ

がどのような変形規則の適用を受けて，どのような文（表層構造）になるかを明らかにすると

いう方法をとることになるであろう。これを従来の方法と比較してみると，深層構造を考える

点が大きな特徴となっている。従来の教授法でも基本文（あるいは基本文型）にある種の変化

を加えることによって別の文を作り出すというやり方が部分的ではあるが用いられていた；。た

とえば，疑間文や否定文は平余支文や肯定文を変形することによって作り出すという手順がとら

れたが，深層構造という考え方はなされなかった。すなわち，従来の方法と，深層構造を考え

た変形文法的な方法を比較すると概略次のようになる。

A．従来の方法

　（1）You　are　a　pupi1．　　　Y〇一can　swi血．

　　　　ジ　　∵
　　　Are理a　pup11？　　Can　you　swim？

　（2）You1ike　apP1es．　　　He1ikes　apP1es．、

　。些y・・1ik・・pP1・・？D…h・1・k・乏・pP1・・フ

　付加　∵．．　　　　　・付加　　　消去

B．深層構造を考えた方法

　（1）　Ygu些a　pup1L　　　　You　can　swlm．

＼．　x
、畦理とa　pupi1ピ　　　Can　you　sw1m　P

3．　C．C．Fries：T8〃肋〃9砂五ωブ〃加g・E〃9ZゐんωαFoκな〃ムα〃9z〃g・θ，P．2
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　　　　（2）You1iなe　apP1es．　　　　He1ikes　apP1es

　　　　　二You　do’1ike　apP1es．　二He　does1ike即P1es．

　　　　　　　／　　＼’
　　　　　　　Do　you1ike　apP1es？　D品s　he1量ke・風pP1es？

上記のうちA（1）とB（1）はどちらも同じである。もっとも官（1）は概略

9＋Nom＋Tn＋ろ6＋X

g＋No皿十Tn＋Moda1＋XL，

’Tn＋6θ十Nom＋X

Tn＋lModa1＋Nom＋X

どなるのであるが，教室ではこのような示し方はできないので，実際の取り扱いでは両者は同

じことになる。A（2）とB（2）について考えると，教室で生徒に説明する内容は要約すると大体次

のようになる。

　A（2）の場合

　　1．文頭にDoを付加する。

　　2．動詞に三人称，単数，現在を表わすsがあるときには，それを削除して，そのかわ

　　　り文頭のD0をDoesにする。

　宜（2）の場合

　　1．動詞の申にdoまたはdoesが含まれていると考える。

　　　　You1ike　app1es．＝You　do1ike　app1es．

　　　　He1ikes　app1es．＝He　d．oes1ike　app1es．

　　2．このdoまたはdoesをbe動詞のときと同じように，主語と入れかえる。

この二つを比較してみると，Aでは　「doの付加」と「sの移動」という作業であるのに対

してBではdo，doesの問題は深層構造を考える段階で処理し，疑問変形では「入れかえ」

という作業に統一している。このことを生徒がお一かす可能性のある誤文について考えてみよう。

　He11kes　apP1esという文を疑問文に変形するときの誤謬の種類は次の四つである。

　（1）　＊L1kes（またはL1ke）he　apP1es？

（ii）＊D6h・1ik・・p・1・・1

　（111）＊Do　he11kes　app1es？

　（1v）＊Does　he11kes　app1es　P

　（i）は頻度のあまり高くない誤文と思われる。この誤りはA，Bどちらの観点からみても，

be動詞（あるいは助動詞）と　般動詞の区別ができなかったために生じたものである。

　（ii）はいわゆる三人称，単数，現在を表わすSに失敗したものであるが，これを防止する

のにAとBのうちどちらがより強カであるかということになると，どちらも同じカしかないと

断ずるほかはない。すなわち，どちらの方法をとるにしても，疑問文以前の問題であるSの

sokyu

sokyu

sokyu
　

sokyu
　　　　

sokyu

sokyu



4 変形文法を英語教育に応用する場合の問題点

意味までさかのぼった誤りである。

　（iii）はAの観点からすると，「doの付加」はできたけれども，「sの移動」に失敗したもの

であり，Bの観点からすると，「入れかえ」には成功しているが，その前の段階の深層構造の決

定に失敗したものである。すなわち，11kes＝does＋11keとするところを，do11kesとした

ために生じた誤文ということになる。これを防止するのにもA，Bのどちらか一方が他方より

強力な効果を持っているとは言えない。どちらにしても11kesのsをdoに担わせるという

作業に変わりはないのである。前者では表層構造において，また後者では深層構造においてS

を操作するのである。したがって，唯一の異なる点はその考え方にあるといえる。前者ではS

がdoのほうに現われてdoesになると考えるし，後者ではもともとdoes11keとして存在

しているものと考える。言語学的考え方に従えば，後者のほうが妥当であるかも知れないが，

生徒にとっては，どちらも同じ知的操作なのである。

　（iy）はAの観点からすると動詞のsを移動させたにもかかわらず，その移動に伴う削除に

失敗したために生じた誤りであり，Bの観点からしても同じことが言える。すなわち，深層構

造を考えるときに11kes：does11keとすべきであるのに不注意にも11kesのsを削除しな

かったのである。

　以上のように比較してみると，新しい方法であるBのほうが従来の方法であるAよりも効果

的であるかどうか疑間である。しかも，Bによると深層構造を考えるときに，He　does1ike

apP1es．のように主として壷調の場合に用いる特殊な文を導入したり，場合によっては表層構

造を導く過程において実際には用いない文を取り扱うということを敢えてしなければならない

ことになる。

　命令文を指導する場合，Aux部分にdoが存在すると考える方法をとれは，概略次のよう

な指導過程をたどるものと思われる。

　You　d．〇十c1ose　the　w1ndow

　Do＋c1oseth6window．（Youをde1eteする）

　C1osethew1ndow（Doをde1eteする）

従来の方法では単にYouを削除すればよいのであるから，二度手間になる。したがって深層

構造においてdOが存在するという考え方を一貫して用いるということが果して初心者にと

って適切なことであるかどうか疑問である。またbe動詞を含む文を命令文に変形するとき

　　You＋Tn＋68＋X⇒Bθ十X

と考えられるが，Tn＋加の部分をどのようにして生徒に示すか，さらにまたその否定文がBe

not．。．．とならないで，Don’t　be．．．．となるのであるということをどのような過程をたどっ

て指導するかなど多くの問題が残されている。．4

4．従来の方法であれば，（1）主語のYouを削除する，（2）動詞は原形を用いる，（3）否定のときは動詞の種

　類に無関係にDOn’tを用いる。という三つの規則で示される。
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受動態の文の生成に関しては，変形文法でもまだ論じつくされていないが，能動態を核文に

して，それに適当な受身変形を加えることによって生成されるという考え方が有力である。5

その受身変形は概略

Np1－Aux＿V＿Np2→Np2＿Aux＋6θ十6〃一V一（6ツ十NPj）

のようになる。ここで考えなければならないことは能動態を機械的に受動態に転換する習慣が

形成されてしまうことである。そのため，従来もそうであったが，「受動態があたかも能動態

の文を表現するもう一つの方法であるかのじとく」6考えるようになる。能動態と受動態は

「意味内容は同じで，表現がちがう」7という考え方には多くの難点がある。そのいくつかを挙

げてみると次のようになる。8

　（1）意味上の不対応を生じるもの

　能動態の文に受身変形を働かせて，受動態の文を生成したとき，意味の上で対応しない文が

生成されることがある。

／｛岬・此一㎞榊㎞㎞㎞榊
卜・・㎞t・一㎞榊…㎞・・榊・・㎞一

自然な解釈からすれは，aの文のtwo1anguagesはその部屋にいる各人が知っているそれそ

れ異なった二か国語であり，bの文では各人共通の二か国語ということになって，態を転換し

たためその意味が保持できなくなっている。

　　　　　　a　He　met　her　at　the　stat1on

㌧。。e．a、。et．y．1。、、、。eS，a，1。、

上例はmeetという述語動詞を持つ文を機械的に受動態にしたものである。この動詞は「会

う」という意味に用いられると相互的行為を表わすので受動態に用いるのはまれであるが，「出

迎える」という意味に用いられるときには当然受動態にもなる。したがって，aは彼が彼女を

出迎えたという意味もあるし，たまたま駅で出会ったという意味にもなり，さらに会う場所を

駅にすることを取りきめておいて落ち合ったという意味もある。しかし，bは彼女が駅で出迎

えをうけたという意味だけに用いられるのが普通である。

5　N　Chomsky　酌切αo肋8炉αc肋閉，P77ff

6WSA11enムω〃zgE〃ψ∫ん8肋励㈹，P284
　　A　great　dea1of　harm　has　been　done　by　teachmg　the　pass1ve　v01ce　as1fエt　were　mere1y

　another　way　of　expressmg　a　sentence　m　act1ve▽01ce

7．長谷川克哉ほか『変形文法と英語教育一実践と記録編一』P．208

8　詳細は大上寛親『英語における受動態表現の指導について』参照
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　　　　　1ゲThe・shutthe・dod「直tsixwhenIwentbγ

　　　　　／。。。e。。。、。aSS．u，ats1、。。en。。e，t。、

aは私が六時に通りかかったときドァを閉めるという動作が行なわれたこと幸意味し・bは私

が六時に通りかかったときにはドアはすでに閉まっていた状態にあったことを意味すると解す

るのが普通である。

　（2）表現上不自然になるもの

客観的意咋に変動がな／て1・態をかえること1こ千っで不自然な∴むしろ奇妙な表現1こな

ってしまう例が少なくない。次の例でbのほうがそれに該当する。

　　　　　／aMa「ycans・eakJa・anes巳

　　　　　／。。、p、、eSeca、。e，p。。e、。、。a、、

　　　　　ドHe11kesbaseba11

　　　　　l。。、Se。、11，S1、。e。。、。i凪

このような例は枚挙にいとまがないが，奇妙とまでは言えないまでも，全く等価セあるとは思

われないものもある。

　　　　　　a　　You　are　respectfu11y　requested－to　take　off　your　hats

　　　　　　b．We　respectfu11y平equest　you　to　take　off　your　hats．

いくらrespectfu11yという副詞が用いてあるとはいえ，bの表現は文調が堅くなり命令的に

なるので，この場合は当然aの表現が適切である。

　（3〉非文法的文を生成するもの

　　受動変形を適用して受動態を生成したとき，しばしば非文法的な文を生じることがある。

次の例のbがそれである。

　　　　　／乱The・he1・edeachotheL

　　　　　l。・。ac。。t。、、。、s．e1，e。（。y、。e。）

　　　　　’a．　　She　k111ed　herse1f

　　　　　！。・。e，Se1f。、、。、。e。。。。e、

変形文法の考え方によれば，「この変形操作（i．e．受動変形）が適用できない構造体はすべて
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　　すなわち受動態にできない文はすべて，他動詞唐含んでいない」9とするが，NP、が相互

関係を意味するeach　otherのじときものや，再帰目的でないときには，he1pもki11も当然

受動態になる。機械的な操作に流れるとこの区別ができなくなる。

　受動変形は当然可逆性を持っていると考えられるから，受動態から能動態の文を作るために

も利用されるであろう。この場合にも次のような非文法的な文が生成されるおそれが多分にあ

るものと思われる。

　　　　　／臥He1ssa1dtobench

　　　　　いT．e、、a、。i。、。。e，ic。．

受動変形を利用して態を指導するときヲ以上述べたような不都合が生じることをどのようにし

て防止するかという問題が依然として残きれることになる。

　次にFOR－TO変形について考えてみ去う。この変形は二つの文S、，S、を組み合わせて＿

つの文にするとき・S2をfor～to～の枠にいれて，適当な変形操作を行なうもので，主とし

て不定詞の指導に用いられる。伝統文法では主語と述語動詞を一組しか持たない文は，不定詞

の有無にかかわらず単文（Smp1e　sentence）と称するが。変形文法の考え方では不定詞を含

む文は一文（あるいはそれ以上）が結合して生成したものとみる。この考え方に従って，I11ke

to　p1ay　tem1s　という文を指導するとすれは，概略次のような手順を用いることになるであ

ろう。

　　　　　／S・＝I1’ke’仁（it＝S・）

　　　　　／。、、I，1ay，e、、1S

　For～to～の枠を用いて，SユとS2を結合すると

　　I1・k・f・・m・t・p1・yt・m・・

　　I11ke　for　to　p1ay　tenms　（重出要素消去）

　　I11ke　to　pIay　tem1s　（付随変形による記号消去）

　またS。の主語がSユの主語と異なるときには重出要素消去は行なわれない。例えば，目標

文がI…t…t…m・h…t・m・…㍗のようなものであれば概略

　　　　　1S・＝Iwant’t・

　　　　　1。、、。。、c。血、。e，e、。。。、、。帆

　　S1＋S2＝I　want　for　you　to　come　here　to蛆orrow

9・P・Roberts：肋g1肋酌刎伽黒田魏訳、P．158（）内筆者
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　　I　want　you　to　come　here　tomorrow　（動詞直後記号消去）

のような手順になる。たしかにfor～to～の枠を用いて二文を結合することは不定詞を含む

文の生成過程を説明するのに非常に便利で合理的であることは間違いないように思える。

　FOR－TO変形は更に発展して，使役動詞や感覚動詞を含む文をも生成する。一もちろん，こ

の場合にはtoを消去する規則が加えられねばならない。たとえば，My　mother　made　me

c1ean　the　roomという文が目標文であるとすれは，その過程は概略

lS1＝My皿othe「madem巳

！。、一IcIea，e．t．e、。。皿

　　ll
（did　c1ean）

　　S1＋S2＝My　mother　mad．e　me　for　me　to　c1ean　the　room．

　　My　mother　made　me　for　to　c1ean　the　room　（重出要素消去）

　　My　mother　made　me　to　c1ean　the　room．（動詞直後記号消去）

　　My　mother　made　me　c1ean　the　room　（to消去）

のようになる。10

　このような指導過程をとると，たしかに構文そのものの説明には適一しているかも知れないが，

生徒が従来感じていた困難点の解決に果して役立つものかどうか。まずその困難点を明らかに

するために，FOR－TO変形に該当する文型を従来の学校文法の立場から分類すると，

（1）動詞の目的語になる名詞不定詞

（2）want，te11，askなど十〇十不定詞

（3）使役動詞十〇十原形不定詞

（4）感覚動詞十〇十原形不定詞叉は現在分詞叉は過去分詞

（5）S＋V＋O＋Cの文型n

となる。以上のことを実際に教室で指導する場合に生徒が最も困難を感じてきたのは「どの動

詞がどの文型に用いられるか」ということである。（1）～（5）のそれぞれについて考えてみると

　（1）どんな動詞が不定詞を目的語としてとるか。

　（2）どんな動詞がV＋O＋不定詞の構文を形成するか。

　（3）どんな動詞が使役動詞として用いられるか。

10．FOR－TO変形は形容詞不定詞や副詞不定詞の生成にも用いられる。たとえば，We　have　some
　water　We　drmk　some　waterの二文からWe　have　som．e　water　for　us　to　dr1nk　some　water

　となり，重出要素や記号を消去して，We　ha▽e　some　water　to　drmkとなる。また，I　went　to　the

　station．とI　saw　my　mc1e．の二文からI　went　to　the　station　for血e　to　see　my　mc1e．を経て

　I　went　tO　the　stat1on　to　see　my　unc1eを生成する。さらに，S＋V＋O＋Cの文型も生成する。

　注11参照。

11．「toが消去されると，beも付随して消去される。」という規則を加えて，I　made　her．とShe　was

　hapPyからI　made　her　for　her　to　be　hapPyを経てI　made　her　hapPyを生成する。
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　（4）どんな動詞が感覚動詞として用いられるか。

　（5）どんな動詞がS＋V＋O＋Cの文型を形成するか。

ということが最大の問題点である。したがって，従来の教授法では動詞を申心とする文型とし

てこれらのことを扱う傾向にあった。変形文法に基づく指導法ではすでに述べたように文の生

成過程をたどることによって，これらの文型を理解させるということになるのであるが，生徒

にとっては過程そのものは理解できてもヲどの動詞がどの生成過程をとるのかということが

依然として困難点として残されることになる。それが解決しないと，間違った動詞をFOR－

TO変形にかけて，たとえば

　　　　　lS・＝I丘n’shed止

　　　　　S2＝I　read　the　book．

S1＋S2＝I丘n1shed　for　me　to　read　the　book

I丘n1shed　for　to　read　the　book．

＊I丘n1shed，to　read－the　book

のような誤文を生成するおそれがある。

　動詞によってはTHAT変形をひき起こすものも多くある。これはFOR－TO変形とよく

似ていて1for～to～の枠に入れるかわりにthat＋S。とするのである。動詞の申にはどちらの

変形を適用しても正しド文が生成されるものもあるが12，どちらか一方しか適用できないもの

もある。これらの動詞もはっきり区別して記憶されねばならない。さもないと，

　　＊He　suggested　me　to1eav’e　ear1y．

　　＊工sa1d　h1r皿to　be　r1ch

　　＊I　want　that　you　wi11come　here　to＝morrow．

のような文を生成することにもなりかねない。ここにおいてもやはり，正しい文を生成するた

めには，先に述べたと同じように個個の動詞の特性の習得という大きな困難点を生徒の意識的

な記＝慮に委ねなければならない。

　深層構造から表層構造までの生成遇程を正しくたどるためにはどうしても順序を守った手続

きが必要となってくる。すなわちヲある程度アルゴリズム化された方法をとることになる。こ

の方法は生徒を正しい路線の上にのせて脱線することなく目的地に到着せしめるのに非常に良

い方法である。しかし，ことばの習得を数学の問題を解くのと同じように扱ってよいものかど

うか。また正しい路線をどの生徒にも無理がないように敷設するにはどのような注意が必要か，

12たとえはthmkなど・I　thmk1t　The　boy1s　honestから　FOR－TO変形にかけるとI　th1nk
　the　boy（to　be）honestが生成さ札THAT変形にかけると，I　thmk　that　the　b．y1s　honest
　が生成される。
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などの問題が残されている。「英語の授業改造」から，I　know　the　boy　The　boy11kes　mu－

SiC．という二つの文を関係代名詞を用いて一文にするための操作手順を例にとると，13

　①どちらを挿入文にするか，決める（TheboywhomIknow1ikes血usicにするか，

　　I　know　the　boy　who11kes皿us1cにするか）

　②挿入文に決まった文を，母型文（土台文）のどの語の位置に入れるか決める。そのため

　　2つの文を重ねてみる。

　⑧母型文の重なった語のあとに挿入する。

　④挿入文の重なった語をwho，whom，whoseのどれにするかをきめる。そのために，

　　その重なった語が，「だれが？」にあたるか，「だれを？」にあたるか，「だれの？」にあ

　　たるか調べる。

　⑤　who　が決まったら，重なった語をwho　にかえ，挿入文の文頭に出す。

　⑥この書きかえられた文を，③で指定された母型文の挿入箇所に挿入する。これで出釆上

　　り。

となる。これだけの操作を，どれも省略することなく，しかも順序を間違えることなくやらね

ばならないことは生徒にとって決して容易なことではない。ややもすると関係代名詞の本質か

ら眼をそらし，この手順の暗記に走るものもでてくるかも知れない。しかも，この操作には生

徒白身の考えにもとづいて決定しなければならないことが含まれている。生徒の考えがもし間

違っていたとしても，それをチエツクし，訂正する装置はこの申には含まれていない。たとえ

ば，①で挿入文を決定するときに，The　boy　whom　I　know1・kes　m．us1cにするか，それと

も、I　know　the　boy　who11kes　mus1cにするかということは生徒の適確な判断に委ねられ

ていて，たとえその判断が逆になっていたとしても，②以下の手順は何の支障もなく行なわれ

て誤った文を生成してしまうことになる。その上，その判断にはある程度の関係代名詞の心得

が必要である。関係代名詞が指導目標であるのに，その指導手順の申に関係代名詞の心得を必

要とするものが含まれていることになる。このような弊害を脱するためには完全で用意周到な

アルゴリズム化とそれに沿った思考方法の養成が必要となるが，申学生や高校生の英語教育に

おいて，あたかも数学を解くような思考方法がどのような効果をもたらし，どのような影響を

及ぽすであろうか。従来の英語教育ではややもすると文法教育（どのような種類の文法であれ）

に流れ過ぎ，言語活動からの逸脱がみられたが，前車の轍を踏むようなことにはならないだろ

うか。

　変形文法を従来のいわゆる伝統文法と比較したとき，大きな特徴の一つは文の生成を説明し

ていることである。先に述べたように，あらゆる文型をその生成過程通りに指導してゆくこと

は言語教育上妥当であるとは思われないが，文型によっては利用したほうが効果的であると思

われるものもある。従釆のOra1ApProachなどでよく用いられている指導技術にPattem－

13．大沢俊成ほかr英語の授業改造』PP．53～54．
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practiceなるものがある。これは文構造のパターンを口頭でドリルするものであるが，いわ

は出来合いの文をsubst1tut1on，convers1on，expans・onなどの手法を用いて習憤化してゆく

ものである。そして暗黙のうちに（特別な説明を加えることなく）言語能カの養成をねらって

いるものと言える。われわれは種種雑多な言語データから言語能力を得るものであり，特別な

組織的な言語能力の説明を要するものではないので，この方法を用いるのも、たしかに一つの行

き方である。しかし，われわれが指導する生徒は幼児ではなく，すでに思考方法が理論的にな

っていることを考えると，適当なところで適当な文生成の過程を，理論的とは言わないまでも，

ある程度組織的に指導してやることも重要なことである。

たとえば，

（a）Isawh1血i「ossthe「oad・

（b）　I　saw　h1m　crossmg　the　road．

の二文の意味の相違を説明するときに，単に（a）は動作を表わし，（b）は状態を表わす，と解説

して生徒の記憶を要求するよりIも，

⑫）／、＝I岬hi肌一

／。、、。ec、。、、e。、。e、。a。

S1＝I　saw　h1m

（b）・

　　1。、一。e．aSc、。、、1，g、。e、。、。

の二文の結合になる！ことを解説してやれば，それぞれの意味がよりはっきり理解される。理解

を伴わない記憶よりも理解を伴った記憶のほうが確かであることは言うまでもない。

　次に，非常に極端な例かも知れないが，生成過程一辺倒になっては都合の悪い例を挙げよう。

日本人の生徒に英語の形容詞（うしろの名詞を修飾する場合）を指導するのに，その生成過程

から理解させるとしたらどうなるであろう。当然次のような変形規則を応用することになるは

ずである。

　　　　　　1Vらτω榊十Nρ＝凡。舳十Nρのとき

　　D助十凧α舳十Nρ（十D功十凡。州十Nρ十ろθ十〃／）＝さD功十Aψ十凡ω、、。十Nρ

　　（凡ω舳は母胎文のN、凡舳は挿入文のN，Nρは数の形態素を表わす）

したがってその手順は，

1．Bθ十A伽6加θを持つ文（S。）を母胎文（S1）のNのうしろに挿入する。

2　重出要素であるS。のN，及びろθが削除される。

3．”伽加θが修飾する名詞の前（S1のNの前）に移動する。

となる。この手順に従って，The　young　man　saw　the　g1r1という文を指導しようとすると
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概略次のようになる。

／s1＝Themansawthe・1「1

／。、、。。e。、、。、、、。u，g

1．The　man（the　man　was　yomg）saw　the　g1r1

Z　The　man　young　saw　the　g1r1

3．The　young　man　saw　the　g1r1。

少くとも日本語を母国語としている生徒に対しては，このような面倒な生成過程を忠実にたど

る必要はないばかりでなく，かえって無用の混乱を招くことは明らかである。また教材の配列

という観点からしても，「be＋形容詞」，「挿入文を含むもの（Comp1ex）」，「形容詞十名詞」

の順になるので，日本人生徒には難から易へ進むという逆の順序になってしまう。

　どんな…1語であれ，われわれ人間が用いる言語にはCreat1Veと言える特質がある。オウム

は人間の冒語を発することができるが，それは教わったものだけに隈定され，チンパンジーな

どのような高等動物は訓練されれば人間のことばの意味を理解するようになるが，これも教え

られたものたけに限定される。習得したものを基礎にして，いわゆる類推による作文をするこ

とはできないし，そのようにして作られた文を理解することもできない。それに対して人間は

ある文型を習得すると，それから類推して今まで自分が聞いたことも話したこともない文を生

成したり理解したりする能力を持っている。すなわち，われわれは生まれながらにして日語能

カをそなえているのである。しかもこの能カはある特定の言語に限定されない普遍的なもので

ある。言語を研究する場合なら，普遍的な旨語能力を普遍的であるという理由で考慮に入れな

いままにしておくわけにはゆかない。むしろ普遍的であるが故に徹底的に解明しなければなら

ないかも知れないが，言語を習得することを目的とする場合には無意識のうちに内蔵されてい

る言語能カを全部が全部意識下にさらけ出す必要はない。むしろ無意識のままの言語能力をう

まく利用しながら指導するほうが効果的である場合が多いのではなかろうか。画期的な言語理

論である変形文法も実際に教室で英語教育に応用するにあたっては，その取り扱い方や取捨選

択などの問題点が未解決のまま残されている。
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